
齋藤　1期目は東日本大震災からの復旧・
復興に係るハード事業を完結し、心のケア
や地域コミュニティの再生など、いまだ道
半ばであるソフト事業について取り組みを
進めてきた。しかし、少子高齢化や担い
手不足など、石巻市を取り巻く環境は厳し
さを増しており、その対応は待ったなしの
状態となっている。石巻市に住む全ての
世代の皆さんが幸せを実感でき、活力に
満ち、住むことに誇りを持てる「ふるさと石
巻」をともに創っていくため、全身全霊で
市政に取り組んでいく。

齋藤　住むことに誇りが持てる石巻を実
現させるためにも、都市と地方に生活拠
点を持ち自由に行き来して暮らす二地域
居住の推進、石巻港を核とした物流拠点

都市の形成や1次産業の再建による産業
と経済の活性化、災害に強いまちづくりな
ど、オール市民の力で誇れる石巻を創っ
ていきたい。また、桃生地区は、地域全
体で児童減少に対する危機意識の共有
がされており、小中一貫教育を強く望む意
識が醸成されている。将来のさらなる少
子化を見据え、小中一貫教育の導入と推
進に関する基本構想について調査審議
する「石巻市桃生地区小中一貫教育基
本構想審議会」を設置することとした。今
後は審議を重ね、2026年度末をめどに基
本構想策定を目指していく。

齋藤　震災で女川町の競技場が閉鎖さ
れて以来、石巻圏域には公認の陸上競
技場がなく、仙台市や利府町での大会開
催を余議なくされるなど、皆さんには大き
な負担をかけている。陸上競技場は競

技力の向上はもちろんのこと、市民の健
康増進や地域交流の拠点など、重要な
役割を担う施設であり、早期整備が必要
であると考えている。現在、陸上競技場
基本計画策定に関する懇談会で伺った
利用者のニーズと、建設地の地質調査の
結果、そしてPFI導入に向けた可能性調
査をもとに検討を進めており、基本計画の
素案をまとめているところ。整備により、
石巻圏域をはじめ、県北地域の皆さんに
も広く利用してもらうことで、交流人口の
拡大と地域全体の活性化につなげていき
たい。

齋藤　地元建設業の皆さんには地域の
守り手として、社会貢献活動や災害対応
に積極的に取り組んでもらっている。建設
業界は全国的に労働者の高齢化や担い
手不足、資材価格の高騰といった厳しい
課題に直面しており、さらにデジタル化へ
の移行も喫緊の課題であり、業界全体で
変革が求められている。しかし、こうした

困難な状況にあっても働き方改革の推進
やDX化による業務効率化に積極的に取
り組んでいるという声も耳にしており、その
前向きな姿勢に大変勇気づけられてい
る。うれしいことに高校入試においては石
巻を含め、県内で工業系の学科が高い
倍率になっていると聞いている。これは将
来を担う若者たちがものづくりや地域貢献
への関心を高めている証であり、大変喜
ばしいこと。これまで培ってきた技術と経
験が、地域社会を支えるかけがえのない
力となる。未来に向けて共にこの困難を
乗り越え、より魅力的な建設業界を築いて
いきましょう。

ありがとうございました。

（50音順）
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